
溶剤価格の高騰・供給不安のなか、装置の注目度がさらに高まっています。
１年間、溶剤の新規購入がほぼゼロになり、大幅なコストダウンができました。
空気を浄化して大気へ放出できるようになり、安心して操業できています。

酢酸エチルは加水分解しやすく回収しても再利用できなかった装置が飛躍的に進化しました。
蒸留塔を必要とせずに水分をカットした溶剤の水分率を常時測定・監視し、
ドライラミ生産現場の調合室に直接配管で送り、資源を循環させます。

２UG-４X型
9.6m×3.0m×4.0mH

お問い合わせ先 プラント事業部　環境ブラント部　（松本・奥田）

 kimihiko_matsumoto@toyobo-eng.co.jp 

 TEL.06-6348-3940　FAX. 06-6348-1617

ホームページ http://www.toyobo-eng.co.jp

〒530-0003 大阪市北区堂島2-1-16　フジタ東洋紡ビル

　 利益創出　 環境保護    　　　と を両立！
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技術の詳細については、コンバーテック2022年 2月号で紹介しています。


